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論 文 内 容 の 要 旨

【目的】

Gulllain-Barr6症 候群(GBS)の 診断の一助 として用い られ ている,血 中抗 ガ ング リオ シ ド抗体測 定

につ いて,各 抗体の陽性率 を比較 した。 また近年新たな検査法 として注 目されている,フ ォスフ ァチジン

酸(PA)添 加 抗原に対する抗体測定や,GDla/GDlbガ ングリオシ ド複 合体に対する抗体測定 を加 える

ことで,陽 性率がどのように変化するかも検討 した。

【方法】

GBS及 びGBS疑 い患者400名 の血清につ いて,単 独のガ ング リオシ ドに対す るIgM ,IgG抗 体 を測定 し

た。IgG抗 体 については,PA添 加抗原 に対する抗体 ・GDla/GDlbガ ング リオシ ド複合体 に対す る抗体 も

測定 し,単 独 の ガ ングリオ シ ドに対す るIgG抗 体価 との 比較 ・陽性 率の 変化 を検討 した。測定 には

ELISA法 を用いた。16例 の正常対照および47例 の疾患対照の検体についても検 討した。

【結果】

10種 類のガ ング リオシ ド単独抗原に対するIgG抗 体 を測定 した ところ,抗GM1抗 体が もっ とも陽性頻

度が高く,つ づいて抗GDlb抗 体,抗GalNAc-GDIa抗 体の順であ った。PA添 加に よる抗体価増強の

程度 は,各 ガング リオ シド間で異 なったが,全 ての抗 ガングリオシ ド抗体 で,PA添 加抗原に対する抗体

陽性率 は,ガ ング リオ シド単独 に対す る抗体陽性率よ り上昇 した。単独 抗原のみを使用 した場合と比較 し

て,PA添 加抗原 を用いることで全体の陽性率は4.5ポ イ ント上昇 した。GDla/GDlbガ ング リオシ ド複合

体 に対する抗体測 定によって も,陽 性 率は5.7ポ イン ト上昇 した。そ して,こ れ ら2種 類の新規測定法を

加 えるこ とで,GBSに おける抗体陽性 率は10.1ポ イン ト上昇が認め られた。

【考察】

PA添 加 による抗体価増強は,正 常及び疾患 コ ントロール群ではみ られない こと,お よび個 々の ガング

リオ シドで反応性 は異なっていることから,非 特異的な反応で はない。PA添 加抗原に対す る抗体測定 は,

PA添 加によ り認識されやす くなる抗体を検 出で き,GBSの 血清診 断に有用 な検 出法 であ ると考 えられ る。

また,GDIa/GDlb複 合体 に対す る抗体は,重 症化の指標 として臨床的 に重要であ ることが知 られていた

が,抗 体陽性率を上昇させ る点で も,有 用な検査法であ ることが確認 された。抗GDla/GDlb複 合体以外

にも,GM1/GDla複 合体 に対す る抗体な ども存在するこ とがわか ってお り,そ れらも検査 するこ とに よ

りさらに陽性率が上昇すると考え られる。抗GDIa/GDlbガ ングリオシ ド複合体抗体が どの ように重症化

メカニズムに関わっているかについては,詳 細 はまだ不明であ り今後の検討が必要である。

【結論】

GBS急 性期血清についての,PA添 加抗原及びガングリオ シ ド複合体に対する抗体測定は,特 異度を下

げることなく,陽 性率が上昇することから,GBSの 有用 な診断検査 となる ものである。
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